
野鳥園だより 2024 年秋号 

南港野鳥園で 2024 年 7 月 27 日～10 月 27 日の期間に観察されたシギ・チドリ類 

 

最大数 7/27 7/28 7/30 7/31 8/1 8/4 8/5 8/8 8/10 8/14 8/18 8/19 8/21 8/24 8/26 8/29 9/8 9/12 9/15 9/17 9/23 9/25 9/29 10/1 10/2 10/3 10/6 10/7 10/8 10/10 10/12 10/22 10/27

ケリ 2 2

ムナグロ 7 1 2 2 3 1 2 2 2 7 1 1 1

コチドリ 3 1 1 1 3 2 1 1 2 1 3

シロチドリ 1 1

メダイチドリ 10 2 2 6 3 5 8 10 5 3 5 9 10 10 2 2 7 1

セイタカシギ 2 1 2

タシギ 2 2

オオハシシギ 1 1

チュウシャクシギ 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1

ホウロクシギ 1 1

アカアシシギ 5 1 1 5 5 5 5 5 3 2 2 2 2 2 3 3

コアオアシシギ 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

アオアシシギ 21 4 4 15 8 8 8 18 11 16 21 13 14 10 13 9 7 5 5 5 5 5 3 5 5 5 5 6 5 4 5 5

クサシギ 1 1

タカブシギ 4 4

キアシシギ 35 13 12 21 35 30 18 21 19 21 20 17 8 16 13 7 4 1 2 2 1 2 3 2 1 1

ソリハシシギ 18 1 2 2 1 1 3 2 5 4 15 10 10 13 13 18 17 6 5 13 10 6 5 5 5 5 3 3 2 3 3

イソシギ 4 2 2 2 3 2 1 2 4 4 2 1 2 3 2 2 2 4 2 3 3 2 2 2 2 2 3 4 2 4

キョウジョシギ 1 1 1 1

オバシギ 7 2 3 3 3 2 3 5 7 7 6 6 5

ミユビシギ 3 1 1 3 2 2 3

トウネン 33 3 4 2 5 2 2 30 25 30 30 8 10 33 10 10 7 5 6 4 2 3

オジロトウネン 1 1

ヒバリシギ 1 1

ハマシギ 3 1 3 1 3 1 1 1

キリアイ 3 2 3 2 1

エリマキシギ 1 1

種数 27 6 7 7 8 8 8 7 10 9 9 11 11 11 11 8 10 6 7 13 10 9 10 8 10 10 8 8 7 9 5 8 5 5

個体数 174 25 24 48 53 50 43 56 54 56 68 65 57 65 58 47 48 46 43 71 65 30 30 56 32 30 26 20 18 21 13 19 12 15

注） 初認日

最大数渡来日

今秋の特徴 

1. 干潟環境： 例年にない高温で海水温が高くなり、干潟の生き物への影響が大きかったが、生き残ったホトトギスガイをオバシギが好んで食べていた。 

 2. アカアシシギ： 9 月 15 日から幼鳥 5 羽が飛来、その後、今年越冬すれば 10 年目となる成鳥 2 羽と越冬すれば 3 年目となる個体 1 羽も渡来し、3 羽が滞在中 

 4. コアオアシシギ： 今年越冬すれば 3 年目となる成鳥 1 羽が今秋も渡来したが、10 月 22 日以後は姿を見ない。 

 5. アオアシシギ： ９月 8 日頃から 10 月末まで滞在している 5 羽は、越冬の可能性がある。 

 6. キアシシギ： 本種は、昨年よりも最大数が多かったが、ピークは 7 月 31 日で 35 羽が渡来した。 

 7. トウネン： 最大数は、昨年度は 60 羽であったが、今年度は 33 羽であった。但し、昨年度は 8 月の成鳥が多かったが、今年度は 9 月の幼鳥渡来数が多かった。 

 8.  その他：セイタカシギ、オオハシシギ、チュウシャクシギ成鳥と幼鳥、ホウロクシギ、ミユビシギ、オジロトウネン、キリアイなどが飛来していた。 


